
１０月度 静岡地区全員協議会 議事録 

 

開催日時：平成１８年１０月９日（月）１１：００～１３：００ 

開催会場：東海軒会館５Ｆ会議室 

参加者 ：小林善男 渡井清視 野田博 吉田勉 早川賢司 江塚栄次 青木雅一 

     近藤一 齋藤幸平 赤堀辰己 中村能久 持舘幸弘 

     １２名 

議事録作成者：持舘 

 

議事録 

協議事項 

①平成１９年度第３４回通常総会開催（案）について 

（１）開催会場及び開催日時について 

持舘：説明 配付資料参照 

小林：この後開催される東海ブロックの役員の方々にご意見を聞き、次回の本部理事会に

上程していく 

 

（２）現在の準備状況 

持舘：説明 配付資料参照 

中村：総会の内容についてはどこまで詰められているのですか？また、懇親会のアトラク

ションについてはどのようなことを考えていますか？ 

小林：現在のところ空白です 

中村：静岡で秋に開催される“大道芸”のようなものなどは楽しいと思います 

渡井：講師の件についても検討中です 

赤堀：講師もいろいろありますが、高すぎるのも問題です 

持舘：オプションツアーですが、家康公４００年祭が来年より開催されますが、スケジュ

ールが未定のためうまくツアーが組めるかが問題です 

静岡と言えば富士山です。バスで富士山新５合目まで行き体で富士山を感じていただきた

い。また、帰りに買い物ツアーを組めば楽しいでしょう 

もう一つ、金谷より大井川鉄道のＳＬにのって千頭まで行きバスで帰ってくる 

このように静岡県内の自然を体験するツアーはいかがでしょうか 

渡井・中村：オプションツアーは、２本立てでいきましょう 

中村：これまでの総会を見ていますと、参加者は遠方の方ほど参加しないようです 

早川・中村：開催までにどの程度会議を重ねていくのか分かりませんが、土壇場になって

ばたばたすることのないように余裕を持った会議スケジュールとやはり大変でも集まって



会議を重ねた方がいいでしょう 

早川：通年開催する１１月の忘年会に会議も開催できれば良いのではないか 

１月に新年会と言うことで会議を併せて開催するのも懇親が深まりいいでしょう 

持舘：このような内容が出席者にだけ共有しているのではまずいので、会議の内容を欠席

者には議事録として報告します 

 

（３）予算（収支内訳概算） 

持舘：説明 配布資料参照 

   今年の京都で開催されました精算書を参考に作成しましたが、まだまだ細かい部分

が詰められておりません。今後、エイジェントと相談の上大きな誤差のないような予算書

にしていきます 

   支出１の宿泊費用は、オプションなので現在人数が入っていませんがこの予算書か

らははずします 

   平成２０年度開催地のブロックに対して多くの登録があるように促します 

 

（４）宿泊ホテルの選定 

オプションツアー・ゴルフ接待・講演会・懇親会 

来賓・協賛会社の選出 

持舘：説明 

   現在、予定しています会場の日本平ホテルに部屋は、すべて押さえてあります 

しかし、キャパが１１０人と少ないため、エイジェントに依頼しホテルアソシアを１００

人分押さえてあります 京都での予約状況を見ますとシングルで予約する方が多いのでニ

ーズにあった設定を心がけます 

近藤：シングルであるならもう少し安価な北ワシントンホテルでもいいのではないでしょ

うか 

持舘：エイジェントにすぐに確認します 

小林：来賓の件は、静岡市市長・県知事・農林水産省の通年お呼びする方々をすぐに連絡

します 

小林：協賛会社の一覧を作成しどの程度あるのかを確認したいです 

 

（５）当日の作業内容について 

渡井：説明 配布資料参照 

   京都での資料を参考に簡単な一覧表を作成しました 

   分かる範囲で、担当者を記入し早めに割り振りたいと思います 

  全体のバランスもあるのでこの後開催される東海ブロック会議で埋めたいと思います 

 



（６）本部理事会報告 

野田：東海ブロック会議にて報告する 

 

②平成１９年度園芸装飾技能検定及びトライアルの件 

早川：説明 

   通年、受講者の多いところでトライアルを開催しますが、当社でできるように設営

致します。 

中村：近年受講した方をアドバイザーとして来ていただいた方がいいでしょう 

 

 

その他 

持舘：静岡地区協議会のＨＰについて 

   これまでプロソフトウェアーの管理のもとで続けてきましたが、毎年の管理料が他

のプロバイダーに比べ２倍程度あり誠意が見られないので他社に変更したところ、引き継

ぐ前に切られてしまい、ドメインの権利も失ってしまいました 

   現在、再度登録をおこない以下のドメインにて今後、運営して行きます 

旧 http://www.shizuoka-indoor.org/ 

新 http://www.shizuoka-indoor.com/ 

会員の皆様、本部には早急に連絡します 

内容につきましても、来年の通常総会の報告・会員のＰＲをメインにアップしていきます 

 


